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日本エイズ学会
• 目的（会則第4条）

本会はエイズとHIVに関する諸問題の研究の促進、会員相互の交
流および知識の普及と啓発を図ることを目的とする。

• 事業（会則第5条）
本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
1. 学術集会、研究会等の開催
2. 学会誌、その他出版物の刊行
3. エイズ研究者相互の連絡および国際交流
4. その他、本会の目的達成に必要な事業

• 会員数 （2010年11月1日）

計1,911名
（正会員1,694名、学生会員185名、海外会員12名、

賛助会員14 社、寄贈会員（学会誌の寄贈）6団体）



過去10年の日本エイズ学会

年度 開催地 会長 テーマ

第15回（2001） 東京 木村 哲 薬剤耐性の克服－ より良いHAARTの
開発・普及－感染予防啓発

第16回（2002） 名古屋 岡本 尚 エイズ克服に向けての連携

第17回（2003） 神戸 木原正博 第7回ICAAPと共催

第18回（2004） 静岡 三間屋純一 広げよう知識、育てよう絆

第19回（2005） 熊本 原田信志 普遍性を求めて

第20回（2006） 東京 池上千寿子 Living Together

第21回（2007） 広島 高田 昇 STEP UP！

第22回（2008） 大阪 小柳義夫 未来を展望するエイズ・HIVの科学

第23回（2009） 名古屋 市川誠一 HIV/AIDS ： その予防とケアへの協働

第24回（2010） 東京 岩本愛吉 垣根を越えよう

臨床 基礎 社会





垣根は何ですか？

• 「基礎」「臨床」「社会」という分野？

• 心？、人と人？、国境？、民族？、人種？、
＋と－？、♂と♀？

• あなたの「垣根」は何ですか？

• お互いを知り、情報交換することにより、垣根
を越えましょう。



平成21（2009）年動向

• 新規報告数

HIV感染者： 1,021件

AIDS患者: 431件

• 1452／365 = 4 ／日

• 1452／1億3千万人 = 1.1 ／100,000

• 献血時陽性者（2009年） = 1.929 ／100,000

1,452件



新規報告されたHIV感染者の
感染経路別内訳（2009年）

異性間の性的接触

同性間の性的接触

静注薬物使用

母子感染

その他

不明

68.0%

20.6%



新規報告されたAIDS感染者の
感染経路別内訳（2009年）

異性間の性的接触

同性間の性的接触

静注薬物使用

母子感染

その他

不明

48.7%

30.6%



日本のHIV/AIDS報告数

累積新規

（日本国籍+外国国籍：男女)
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国籍別・性別の年次推移

HIV感染者 AIDS患者
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感染経路別の年次推移(日本国籍）

HIV感染者 AIDS患者
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検査・相談件数の推移
第122回エイズ動向委員会資料（2010年8月13日）



地球上のHIV感染者：成人＋小児（推計）

約 3,340 万人



2008年の新規感染：成人＋小児（推計）

約270万人： 約 7,400 人／日



2008年のエイズによる死亡者：成人＋小児（推計）

約200万人： 約 5,500 人／日



人口の負荷と経済発展

世界の人口の約60％はアジアに存在
40 / 66 億

10億以上の人口を有する国
中国: 13 億
インド: 11 億

現在の推計
0.05%
0.36%

1%
2%

If
= 24 百万
= 48 百万



アジア太平洋地区の
HIV有病率（Prevalence）

1 - 5 %: Thailand, PNG,

0.5-<1.0%: Cambodia, Myanmar, 
Viet Nam, Malaysia,
Nepal,

0.1-<0.5%: India, Indonesia, Iran,
Australia, Lao PDR,
Pakistan, Singapore

<0.1 %:   Japan, China,
Philippines, Korea, 
Bangladesh, etc. 



1980年～1990年代に流行が増加した国々

タイ

カンボジア
1990年代、一定の成功

タイ： Anand Panyarachun（首相）, Mechai Viravaidya （保健大臣）
対策予算の増加、100% コンドーム作戦等

タイ カンボジア



アジアのHIV先進国（？）からのレッスン
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Dr. Chureeratana Bowonwatanuwong

タイにおけるHIV流行 1984-2007



対策の難しいグループ、新たな増加

タイ, 1989-2005



感染増加の途上にある国々

ベトナムインドネシア PNG



台湾の動向
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日本の問題点

東京都南新宿検査相談室ではMSMの受検者数が年々増加
し、HIV抗体陽性割合は1996年の1.6％から2002年には4.4％
に達した。大阪地域では2000～2002年の間MSM対象の啓発イ
ベントとともに検査を実施し、延べ940人の受検者のうち
2.3％がHIV陽性であった。特定非営利活動法人（NPO）
CHARMが実施している大阪・土曜日常設HIV検査事業を受検
したMSMでは、2004～2006年のHIV抗体陽性割合が3.9％～
4.7％であった。名古屋地域では2001年から７年間にわたっ
てMSM対象のHIV抗体検査会を実施し、延べ2,671名のうち
HIV陽性が2.6％（年別では1.2％～4.5％）であった。いず
れも同じような陽性率を示し、大都市圏でMSMに感染集中が
起こっている。

市川誠一 http://idsc.nih.go.jp/iasr/29/340/dj3401.html 等

１．MSMでの集中感染

http://idsc.nih.go.jp/iasr/29/340/dj3401.html


日本の問題点

HIV感染者 AIDS患者

日本国籍（2008年のみ速報値）

２．若年層だけとは言えない。



日本の問題点

３．PWIDに感染が増加したらどうするの？

- Needle and syringe programmes (NSP)
- Opioid substitution treatment (OST) and/or other drug 

treatment programmes
- HIV testing and counselling for IDUs
- Anti-retroviral treatment for HIV positive IDUs
- Programmes to distribute condoms to IDUs

(1) 東・東南アジア諸国でモンゴル、東チモール、シンガポール、

日本のデータがない（UNの調査からの問い合わせ）

(2) GOJにはPWIDのHIV問題（保健医療問題）を所管する部署がない

(3) もっとアジア諸国から学ぶべき



日本の問題点
新規HIV/AIDS報告数

（日本国籍+外国国籍：男女)

４．もっと当事者の参加を。
2009年には、一年間で1,452件の
感染者・患者の報告があった。
この数は、エイズ動向調査の
対象ではない血液凝固因子に
よる感染件数（1,438件）を
たった一年で越えている。

今の医療・対策等のほとんどは
現在の当事者の問題が反映
されたものではない。
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